
平成２８年６月２日 

消 防 庁 

女性消防吏員活躍推進に向けた広報活動 

消防本部における女性消防吏員の活躍推進とより一層の増員を図るため、女性活躍推進

施策について積極的な広報を展開し、より多くの女性に消防を目指していただけるよう取

り組みます。 

１ 目的 

全国の消防吏員に占める女性の割合は、平成２８年４月１日現在で２．５％と、昨年

度に比べて０．１ポイント増加しましたが、他の分野と比べても低い水準となっていま

す。 

消防庁では、全国の消防吏員に占める女性消防吏員の比率を平成３８年度当初までに

５％に引き上げることを共通目標とし、様々な施策に取り組んでいます。 

今年度は、より一層の女性消防吏員の活躍を推進し、各消防本部における計画的な女

性消防吏員の増員を図るために、これから社会人となる年齢層の女性を対象とした広報

等の施策について、積極的に展開していきます。 

２ 具体的な取組 

⑴ 女子学生等を対象とした職業説明会（ワンデイ・インターンシップ）の開催

消防本部と連携しながら、現役の女性消防吏員との懇談会のほか、消防車両の乗車

体験や消防署の施設見学などのプログラムで実施します。（全国８か所） 

エ リ ア 開催都市 開　催　日 会　場　名

関 東 東 京 平成28年  8月  5日（金） ベルサール新宿セントラルパーク

東 北 仙 台 平成28年10月  9日（日） フォレスト仙台

九 州 福 岡 平成28年10月23日（日） 博多スターレーン展示会場

北 海 道 札 幌 平成28年11月23日（祝・水） サッポロファクトリーホール

中国・四国 広 島 平成28年11月23日（祝・水） 広島県立広島産業会館

関 東 横 浜 平成28年12月  4日（日） パシフィコ横浜　会議センター

中 部 名 古 屋 平成28年12月11日（日） 名古屋市中小企業振興会館

近 畿 京 都 平成28年12月17日（土） 京都市勧業館みやこめっせ



⑵ ポスター・リーフレットの作成

女性をターゲットに消防吏員という職業を広報し、⑴の説明会等を周知するため、

実際の女性消防吏員をモデルとしたポスターとリーフレットを作成しました。 

今後、広報活動に積極的に活用していきます。 

［ポスター］ ［リーフレット］ 

⑶ ポータルサイトの開設

各消防本部での女性活躍事例や具体的な取組も含めて、消防の業務や消防における

女性活躍等に関する情報を発信するためのポータルサイトを本日開設しました。 

５月１６日に開設した総務省消防庁Facebookページ「総務省消防庁－女性活躍－」

（ https://www.facebook.com/Josei.FDMA.JAPAN/）とともに、民間の就職情報サイトと

も連携し、消防の仕事の魅力と女性が消防職員として活躍する姿を全国に向けてPRし

ていきます。 

（連絡先） 

消防庁消防・救急課 

担当 芥田係長、島田事務官 

電話 03－5253－7522（直通）、FAX 03－5253－7532 



女性消防吏員の活躍推進広報について

参考資料



昭和４４年
（１９６９年）

○川崎市が１２人の婦人消防官を初めて採用（2月）、横浜市、越谷市が採用を開始（4月）
▶女性が持つ特性を活かし、きめ細やかでソフトな消防行政を行うことが当初の採用目的
▶主な業務は主婦や高齢者、子ども等への防火・防災教育等

昭和４５年
（１９７０年）

○日立、北茨城、所沢、岩槻、朝霞、入間、新座、館山の各市で採用を開始

昭和４７年
（１９７２年）

○東京消防庁が採用開始

平成６年
（１９９４年）

○「女性労働基準規則」の一部改正
▶消防の業務についても、女性の深夜業の規制を解除。これにより、24時間体制（交替制勤務）での１１９番受信指令
業務や救急業務への従事が可能に

平成１６年
（２００４年）

○消防庁から以下の事項について各消防本部等へ通知を発出
▶女性消防職員の採用、職域拡大等に係る留意事項を周知
・男女の区別なく平等な受験機会が与えられること
・職域の拡大が図られるよう、積極的な取組が求められること
・警防業務を含む消防活動において基本的には女性も男性と同様に活動できること（有毒ガス・重量物を除く）
・仮眠室やトイレ等の環境整備に計画的に取組むこと

平成１９年
（２００７年）

○消防庁において「女性消防職員の職場環境等に関する調査検討会」を開催
▶女性消防職員の職場環境等を調査し、その結果を通知するとともに、平成１６年の通知に基づく更なる取組を要請

平成２７年
（２０１５年）

○消防庁から以下の事項について各消防本部等へ通知を発出
▶消防本部における女性消防吏員の活躍推進のため積極的な取組を要請
・数値目標の設定など女性消防吏員の計画的な増員の確保に取り組むこと
・意欲と適性に応じた人事配置を行い、職域の拡大を図ること

・結婚・出産・子育てなどのライフステージに応じた様々な配慮を行うこと
・幹部が女性活躍推進の意義を十分に理解し、意識改革を進めること

女性消防職員（吏員）の採用・職域の拡大等に係る経緯



女性消防吏員の更なる活躍の推進について ～消防庁の取組 ～
２７年度

検討会の開催

►「消防本部における
女性職員の更なる活
躍に向けた検討会」
を開催（27年3月～7
月）

►報告書を公表（7月
29日）。冊子化し全消
防本部のほか都道
府県・市町村等へ配
付

「消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向
けた取組の推進について」（消防消第149号消防庁次

長通知）を発出。本部等における積極的な取組を要請
（7/29）
【主な要請事項】
・全国の女性消防吏員比率の目標水準
（H38年度当初までに５%）を達成するための各本部における
計画的な増員

・女性消防吏員の職域の拡大
・ライフステージに応じた仕事と家庭の両立支援の拡充 など

消防長に対する研修等

取組の見える化

取組事例等の収集

消防大学校に
おける教育②

２８年度（実施予定） 消防庁に消防女性活躍推進本部を設置予定

女性消防吏員を増やすための積極的な広報の展開（予算0.5億円）

幹部教育に女性消防吏員の活躍推進に関する講義
を追加（１月～）

消防長を対象とした研修（10・11月）、都道府県市町
村、消防本部の実務担当者を対象とした説明会
（12/4）において積極的な取組を要請

消防庁のホームページに、「女性消防吏員の
活躍推進」のページを新設（11月～）

各消防本部における取組を支援するための先進

的な取組事例集や活躍する女性のロールモデル集
の作成に向けた情報収集

消防吏員を目指す女性を増加させる
ため、これから社会人になる年齢層の
女性を対象として、消防の仕事の魅力
を広報する説明会（ワンデイ・インターン
シップ）を開催（消防本部、全国消防長
会と連携して実施予定。概ね７ブロック）

消防庁ホームペー
ジに消防の業務や
女性消防吏員の活
躍の情報を総合的
に提供するポータル
サイトを開設

女性を対象とした
消防の魅力を伝え
るためのポスター・
パンフレット、映像
等を作成

消防署所等
における女性
専用施設（浴
室 、 仮 眠 室
等）の整備を
特別交付税
により支援

女性消防吏員の研修機
会拡大のため、
・「女性幹部育成コース（5
日間・定員48名）」

・各科（警防科、予防科
など）における「女性枠
（5%）」を新設

アピール力のある
広報媒体の製作

通知を発出

消防大学校における教育①

ブロック別職業説明会の開催 情報発信の強化

財政的
支援



（１） 女性消防吏員の計画的な増員の確保
ア 数値目標の設定による計画的な増員

全国の消防吏員に占める女性消防吏員比率を平成３８年度
当初までに５％に引き上げる。

そのためには、

各消防本部において女性消防吏員比率を１０年間で倍増
＋ 中核的な消防本部など一定規模以上の本部では少なく
とも５％まで増加

＋ 女性消防吏員がゼロの本部は、これを早期に解消し、
可能な限り速やかに複数の女性消防吏員を確保

を目安として、消防本部が数値目標を設定すること。
※平成２９年度の採用段階から少なくともこれまでの２倍～
２．５倍程度以上の女性吏員採用を確保・継続

イ 女性の採用の拡大に向けた積極的な取組

女性消防吏員を増加させるためには、まずは消防を自らの職
業として選択肢に含める女性を大幅に増やすことが必要。
各消防本部は、これから社会人になる年齢層の女性に対し、

消防の仕事の魅力について、より積極的にＰＲ。女性をターゲッ
トにした説明会等を複数本部が連携して実施すること。
⇒ 消防庁として積極的に支援

（２） 適材適所を原則とした女性消防吏員の職域の拡大
各消防本部は、法令による制限を（重量物・有毒ガス）を除き、

性別を理由として従事できる業務を制限することはできないことを
十分理解し、意欲と適性に応じた人事配置を行うこと。

（３） ライフステージに応じた様々な配慮
ア 仕事と家庭の両立支援
イ 女性消防吏員が消防職務を継続していくための支援
ウ キャリアパスイメージやロールモデルの提示
エ 「ポジティブ・アクション」としての研修機会の拡大

（４） 消防長等消防本部幹部職員の意識改革
全国750（当時）消防本部の消防長は、女性の活躍推進の意義

を十分に理解し、自らの責務として各種の施策を実行すること。

（５） その他
ア 施設・装備の改善

消防本部・消防署・支所等において、女性専用のトイレ、
浴室、仮眠室などの施設整備を計画的に推進すること。

イ 女性の活躍情報の「見える化」を推進等
各消防本部において、女性割合や女性活躍推進に向け

た取組状況等について、ホームページに掲載するなど「見え
る化」を推進すること。

○報告書の提言等を踏まえ、「消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向けた取組の推進について（平
成27年７月29日付け消防消第149号消防庁次長通知）」を各都道府県知事あてに発出し、消防本部における女
性消防吏員の活躍推進のため積極的な取組を要請。

消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向けた取組（通知）の概要



○女性消防吏員の研修機会の拡大

研修は、女性職員がキャリアを拡大し、一層の活躍を図っていく上で非常に有効な

方策であるため、ポジティブ・アクションとして研修機会の拡大を積極的に推進

・女性消防吏員向けのキャリアアップ支援コースの新設
女性消防吏員（消防司令補、消防士長）を対象として、キャリア形成の一助とな

るよう、５日間の実務講習を開催（平成28年度は12月中旬、定員48名）

※平成28年度分については 定員に達しており、5月31日現在52名受け入れ予定。

・消防大学校で実施する各教科の募集定員に女性優先枠を設定
消防大学校において実施している教育科目のうち９学科（総合教育２学科、専科

教育６学科、危機管理・防災教育科）において、各学科の定員の５％を女性消防吏

員枠として設定

消防大学校における女性活躍推進の取組

○女性活躍推進のための幹部への意識改革

消防長をはじめとした幹部職員に対して、女性の職域拡大、働きや
すい環境の整備（イクボス（育児参加を理解して支援できる上司）な
どソフト面の環境整備も含む。）など、女性活躍促進に係る意識の改
革・熟成等を目的とした講義を実施

・実施課程
幹部科年４回（定員３０６名）、上級幹部科年１回（定員５４名）、
新任消防長・学校長科年２回（定員６０名）において、講義を実施

・今後のキャリア・・・
・現場活動での不安・・・
・部下を持つ立場になった時の対応は・・・

・警防科での訓練に取り組む女性消防職員

・火災調査科の実習に取り組む女性消防職員

※消防大学校とは・・・

消防庁に設置される消防大学校では、各消防本部の幹部と
なる職員に対する高度な教育や、緊急消防援助隊（大規模災
害発生時などに全国の消防本部から出動する応援部隊）の
活動を想定した高度な教育訓練を実施しています。



女子学生等を対象とした「職業説明会（ワンデイ・インターンシップ）」について

【開催⽇程・場所】

【イベントの実施内容】

消防を⽬指す⼥性を増やすために、これから社会⼈となる年齢層の⼥性に、消防の仕事の魅⼒と消
防分野での⼥性活躍の可能性を知ってもらい、興味をもってもらうきっかけを作る。

講演会場

ブースエリア

座談会エリア

消防署⾒学等

開催日程 開催地域（都市） 開催日程 開催地域（都市）

平成28年 8月 5日（金） 関東（東京） 平成28年11月23日（祝・水） 中国・四国（広島）

平成28年10月 9日（日） 東北（仙台） 平成28年12月 4日（日） 関東（横浜）

平成28年10月23日（日） 九州（福岡） 平成28年12月11日（日） 中部（名古屋）

平成28年11月23日（祝・水） 北海道（札幌） 平成28年12月17日（土） 近畿（京都）

〇 参加者と女性消防吏員の対話による意見交換や相談
► 参加者の疑問・不安を解消するため、様々な質問にきめ細かく対応することができる
少人数での相談エリア等を設ける

〇 個々の消防本部について担当者が説明
► 地域の主な消防本部がブースを設置。勤務条件などの具体的な質問にも対応。

〇 消防署にて、執務室、仮眠室、消防車両などの職場見学

○ 消防車両の体験乗車や、消防活動に使用する資機材の扱い方等の体験

〇 消防の仕事（消火、救急、救助、予防等の各業務）についてプレゼン
► 消防の仕事の魅力をアピール
► 地域で活躍する女性消防吏員の現状を多角的に紹介

○ 現役女性消防吏員による経験談等のプレゼン

【イベントの⽬的】



・ 消防の仕事の魅力と女性が消防職員として活躍する姿をより広くPR
・ 消防士を目指す女性の様々な疑問の解消
・ 各消防本部の採用に関する情報の掲載

【ポータルサイトの内容】
●TOPページ（イメージ） ●教育制度・福利厚⽣

●⼥性消防⼠Ｑ＆Ａ

●イベント告知ページ

先輩職員の業務内容、やりがい、キャリアステップなどを掲載し、消⽕、救
急などの警防業務、予防業務、指令業務などの様々な職種の理解を促す。

ロールモデルとなるベテラン職員へのインタビューを掲載。

市町村を選択すると、該当する各消防本部の基礎情報やＨＰのリンクを表⽰。
●消防本部サーチ

安⼼して働き続けられる職場環境であることを教育⾯、福利厚⽣⾯で伝える。

消防の仕事に関するよくある疑問等に対しての回答を掲載。

●仕事紹介

●⼤先輩に聞く

●動画ライブラリー
先輩職員の仕事ぶりを紹介する動画を複数掲載。

6/２公開コンテンツ

随時公開していく主なコンテンツ（予定）

学⽣にイベントの詳細を伝える。

ポータルサイト＝消防の業務理解に必要な情報提供のプラットホーム

⼥性消防吏員活躍に向けたポータルサイト
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